上牧町の改革と市制の実現をめざして　　　　　　　第２０号　２０００年４月
 eq \o\ad(堀内英樹,　　　　　　　)
 eq \o\ad(を支持する会,　　　　　　　)
３月予算議会のポイント

３月定例会は、９日から24日までの16日間の会期で開かれました。

12年度一般会計予算、介護保険条例、情報公開条例などの審議が行われ

ました。私は、杉田町政などについて一般質問をしました。（２、３頁に掲載）

☆一般会計予算は大型・積極、財政は体力の限界に
　◆12年度一般会計予算は、106億4,871.9万円と、前年度当初予算に比べ

　　14.8%増、介護保険特別会計予算を加えると23.1%増となります。

　◆総合保健福祉センター建設、第１保育所移転新築、ごみ焼却場ダイオキシン

　　対策などの施策が盛り込まれているが、財政の悪化は限界に達しました。

　◆地方債の残高は、今年度末には142.5億円と、この３年間で18.6億円増大、

　　今年度の公債費（元金・利子）は14億5,802万円と１億円余の負担増です。

　◆今後の財政について、町長から「起債に依存する箱物づくりはほぼ終わり、

　　これ以上財政を悪化させないよう運営して行く」と答弁がありました。

☆介護保険制度、条例と特別会計が作られました
　◆介護保険条例が制定されました。第１号被保険者（65歳以上）の保険料は、

　　標準額で年額3万5,300円（月額2,942円）となりました。ただ特別対策で

　　保険料は６ヶ月間が全額、１年間が半額、それぞれ免除となっています。

　◆介護保険特別会計が設けられ、予算総額は7億6,852.5万円となりました。

　　財源は、公費（国、県、町）53.3%、保険料（１、２号被保険者）34.3%、

　　特例交付金（国）12.4%となっています。

　◆介護保険予算としては十分な金額です。周辺事業（３頁に事業項目掲載）と

　　併せて「元気で」「寝たきり防止」に努め、やむなく「介護」が必要なときは

　　地域社会で支え合える仕組みを、住民参加で作り上げることが大切です。

· 町情報公開条例、「町民の知る権利」を盛り込む
· 情報公開条例が制定されました。対象となる情報は、今年４月１日以降に

　　作成された文書（決済前のものを含む）などで、10月１日から公開されます。

· 開示請求者を町民と利害関係者などに限定したが、まず条例を作ることに

　　よって情報公開を活用し、“住民自治”をすすめて行くことが先決です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会議員　 eq \o\ad(堀内英樹,　　　　　　)
　　呼びかけ：年間収支と資産総額を公表します！

　　　　　　　評価替えの年、固定資産台帳を縦覧中！

　　　　　　　（４月３日〜２４日、町役場税務課にて）

一般質問しました

　（形式にこだわらず、内容を整理してお伝えします）

⑴杉田町政について、聞きました

杉田町長は、平成９年の選挙で「愛のある美しい町づくり」を公約と

して選出されました。任期は４年、来年３月22日まであと１年を残す

のみとなりました。そこで、町政について町長と一問一答しました。

☆一定の成果があり、“努力賞を頂きたい” ─ 町長答弁 ─

Ｑこれまで３年間の主な施策は何か。

Ａ総合保健福祉センターの建設事業、就学前幼児医療費の無料化、シルバー

人材センターの開設、小学校関係事業などである。

Ｑ前任の故武安町政との違いはどこか。

Ａ行政は継続が必要であり、余り変わりはない。

Ｑ自己評価をすれば、100点満点で何点か。

Ａ何点とは言えないが、努力賞を頂けるのではないか。

☆地区改善（同和対策）事業は、13年度で収束するのか

Ｑ「地対財特法」が13年度で期限切れとなるが、小集落地区改良事業（工事）

　は終了するのか。残事業として15%、30〜40億円規模で残るのではないか。

Ａ法期限内にできるだけ終了させる。残事業については、国県と相談して補助

金などを使いながらやり、他に迷惑をかけない。

Ｑ私は、これまで法期限内終了を前提に同和対策事業に賛成してきたが、同和

　減免などの地区改善対策事業（施策）は、どうするのか。

Ａ同和減免は、法期限内の13年度で打ち切りたい。そして全町を公平にして

　行きたい。

☆今後の町政運営は、“借金を少なくしたい”
Ｑ地方分権、介護保険、情報公開など地方自治は変わり目にある。住民要望に

　応えながら、今後の町政運営はどうして行くのか。

Ａ「愛のある美しい町づくり」は変わらない。愛は福祉と教育、美は環境と文

　化、住民の意見をよく聞きながら、起債は最小限に町政運営にあたりたい。

★私の感想を申し上げます

　・町長が率直、誠実に答弁をしてくれたことには、好感を持ちました。

　・政策主題として、福祉、教育、環境、文化を重視するのは賛成です。問題は、

この政策が財政難のなかでどこまで具体的に実現されるか、にあります。

　・その手法の一つとして、上牧町の貴重な資源である住民の“多彩な人材”を

　いかに活用し、その力をどれだけ引き出すかにかかっていると考えます。

⑵介護保険制度はスタートしたが‥

①要介護認定後の介護計画作成の進み具合はどうか

　　４月から始まった介護サービスを受けるためには、認定後に介護計画（ケア

プラン）の作成が必要です。要介護認定件数は、２月末現在で244人です。

３月以降、介護計画の作成作業は、順調に進んでいると、答弁がありました。

②介護サービス事業者についての情報提供はどうか

　　２月以降、要介護認定者には、介護サービス事業者や支援事業者（介護計画

作成）の名簿一覧を送付しているとのことです。

名簿だけでは利用者が十分な判断ができないので、事業内容がわかる情報の提

供を町に要請しました。なお、事業者についての詳しい情報などは、

　　町役場「生き活き対策課」（電話76-1001代表）まで

③介護保険周辺では、どんな事業が行われるのか

　　介護保険だけでなく生活支援、生きがい対策、健康づくりなど大切です。

12年度以降の介護保険周辺（以外）の事業項目は、つぎの通りです。

老人福祉・生活支援事業

　養護老人ホーム入所措置、紙おむつ支給、日常生活用具給付、配食サービス、

　寝具乾燥サービス、寝たきり老人理髪サービス、軽度生活支援事業、地域

　ケア体制整備事業（緊急通報装置貸与）

生きがい対策・健康づくり事業

　痴呆・介護予防教室、援助困難者の生活管理指導、高齢者食生活改善事業、

　ヘルシー・高脂血症教室、基本健康診査、がん検診、歯周疾患健診、

　人間ドック、脳ドック、一人暮らし老人訪問事業、友愛チーム派遣事業、

　シルバー作品展・芸能祭、ハイキング大会

　上記のほかに、外出支援事業（移送サービス）は検討中とのことです。人間

　ドック、脳ドックが新規に加わったほか、従来の事業が、基本的に継承され

　ました。さらに、老人保健福祉計画の早期見直しと11月完成予定の総合保健

　福祉センターの有効な活用がいっそう望まれます。

★ホームヘルパー２級の資格を取得しました

　・延べ４ヶ月を要し、２月20日付でニチイ学館での養成研修を終了しました。

・私も参画した「介護の社会化を進める１万人市民委員会」は、３月25日に

　発展的に解消し、「介護保険市民オンブズマン機構・大阪」に移行しました。

　会員登録をし、「市民オンブズマン養成講座」を受講する計画です。

・４月からいよいよ介護保険のサービスが開始されたものの、多くの課題や

　　不安を残しています。真に利用者の立場に立った制度の確立や運営が強く

　　望まれます。どんなことでも結構ですので、ご意見やご相談など、

　　堀 内 まで気軽にお寄せください。

　　呼びかけ：介護保険、住民参加でより使いやすい制度に！

年間収支と資産を公表します

　昨年４月の議会議員選挙では、「議会の改革」を呼びかけました。

　その一つとして、政治倫理条例が未制定のなかで、議員給与など

　年間収支と資産状況の公表を、皆さんにお約束していました。

☆11年の議員給与は、支給額318万2,293円でした。

	11年収入の部
	11年支出の部

	　議員給与※

　厚生年金

　企業年金

　預貯金取り崩し
	　3,182,293円
2,822,498

　　660,960

　1,476,695
	議員選挙費用
活動報告印刷費

通信費、接続料

交通費、宿泊費

燃料費、通行料

什器等償却費

図書費、資料代

研修費、諸会費

保険料、共済費

公租公課負担

生活費、雑費
	　1,333,186円
　　285,000

　　685,200

　　726,300

　　183,960

　　523,750

　　288,400

　　377,000

　　820,626

　　519,024

　2,400,000

	　合　　計
	　8,142,446
	　合　　計
	　8,142,446


☆11年末現在の資産総額は、時価4,381万円でした。

　・ eq \o\ad(不動産,　　　　)　　所在：上牧町桜ヶ丘１-18-１

　　　宅 地 （面積：236.57㎡）
　　　　　　　固定資産評価額：26,948,752円、市場価格：32,200,000円

　　　住 宅 （延べ床面積：112.13㎡、木造瓦葺２階建、建築後23年）
　　　　　　　固定資産評価額： 2,925,649円、市場価格： 3,000,000円

　・ eq \o\ad(預貯金,　　　　)　（11年12月31日現在残高）　　　　　　　8,614,378円 

　・ eq \o\ad(合　計,　　　　)　　　　　　　　（市場価格・残高による）  43,814,378円

　　※11年の議員給与は、４月選挙の関係で４〜12月分となっています。

　　　12年度予算での議員給与の年額は、約495万円の見込みです。

　　　今後も継続して、年間収支と資産状況の公開を行います。
	　　住民自治の幕開けを迎えました

　　　４月から介護保険、地方分権、情報公開など、

　　　“住民が主人公”皆さんの声をお聞かせください。

　    電　　 話     eq \o\ad(32-0022,　　　　　)
　　  ファックス     eq \o\ad(33-2258,　　　　　)　　　議会議員　堀　内　英　樹
　　  電子メール     eq \o\ad(horiuti@lint.ne.jp,　　　　　　　　　　)　  上牧町桜ヶ丘１-18-１


　　おことわり：古紙１００％の再生紙を使っております。少し読みづらいですが、ご理解ください。
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